画素強度適応モデルに基づいた移動物体領域の検出及び追跡 by 中園 潤
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  情報理工学研究科  情報・通信工学専攻 博士前期課程 
氏    名 中園 潤 学籍番号 1031072 
論 文 題 目 画素強度適応モデルに基づいた移動物体領域の検出及び追跡 
 要  旨 
近年では監視カメラは街頭，駅や商店等様々な場所へ設置されている． 
監視カメラは単一で空間的に広範囲に多くの情報を得る事が出来るという利点があるも
のの情報が多さから解析も困難なため人による判断が必要な事が多く，現在設置されて
いるカメラは記録の機能が主である．よって，実際に監視するのは人間であるため映像
内のイベント全てを把握する事は困難である． 
そこで本研究では，固定された単眼カメラにより撮影された映像から移動物体を検出
し追跡をする手法を提案する. ステレオカメラは空間的に情報を得る事が可能である
が設置のためのコストがかかる．また単眼カメラは現時点ですでに数多く設置され普及
している．よって、安価で容易にシステムを導入しやすい単眼カメラを対象とした．す
でに設置されているカメラに導入する事を想定すると、設置場所による制約はない方が
良い．よってカメラの内部パラメターや監視場所の特定の情報は得られないとする．ま
た防犯を目的にする場合，危険因子である不審者の情報は予め得ることは出来ない．よ
って追跡対象の大きさや色といった前持った情報はないという条件の下検出を行う． 
設置箇所が屋外であった場合には気象条件による天候の変化や木等の非移動物体によ
る一時的な動きも考慮に入れる必要があり、従来法では移動物体検出の精度が不十分で
あった。また物体追跡の際物体同士が互いに隠蔽しあい，その間の隠蔽された物体の情
報は監視カメラからは得ることができない事から追跡が難しい． 
 
以上より、本手法では各画素の画素強度に関する統計データを用いて過去の情報より
現在の移動物体領域の画素強度を推定し検出精度の向上を目指す．また分類された前景
領域に対して連続フレーム間の情報のみを使い物体を追跡するショートタームトラッカ
ー、及び物体が現れている間の長期間の情報を用いて隠蔽状態の各物体を認識するロン
グタームトラッカーを導入する事で頑健な物体追跡を達成する手法を提案する． 
 提案手法の性能を示すために実験では従来法と比較し移動物体の検出率が向上してい
る事を示す．また隠蔽を起こす移動物体を含む動画像に対しても実験を行い、頑健に追
跡出来る事も示す. 
 
